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あらまし：高齢になると身体能力が低下する．特に物体との距離感を測る深視力の低下は高齢者の交通事

故の割合の増加にも影響していると考えられる．そこで本研究では深視力の向上において VR を活用した

トレーニング方法の確立を目的とする．本稿では，VR における開発を進めるうえで，まずトレーニング

による効果の検証を行い，開発している VR トレーニング教材の概要および今後の課題について述べる． 
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1. はじめに 

平成 29年の交通事故発生件数は，47万 2069 件で

死者数は 3694 件，負傷者は 57 万 9746 件となって

いる(1)．近年特に，高齢者ドライバーの事故の割合

が増えており，60 歳以上の交通事故の割合は 2006

年から 2016 年の間で約 10％も増加している．その

原因の一つに加齢による動体視力の低下があげられ

る．動体視力の中でも物体との距離感に関する目の

認知能力である深視力の低下は交通事故の発生に関

連することが示されている(2)．高齢者にとって低下

した深視力を簡単に向上させることは難しい． 

そこで本研究では，高齢者が容易に取り組むこと

ができる，VR を活用した深視力向上のためのトレ

ーニング教材を提案する．本稿ではまず，VR 教材に

実装予定のトレーニングについて効果の検証を行っ

た上で，開発した VR トレーニング教材の概要およ

び今後の課題について述べる． 
  

2. 深視力トレーニングによる効果測定 

2.1 実験の流れ 

深視力を向上させるためのトレーニングの流れを

図 1 に示す．枠で囲んだ部分を 5 回繰り返すことで

1 セットのトレーニングとする．トレーニングの期

間は 1 週間とし，約 2 日に 1 セットのペースで計 3

セット行い，開始時と終了時に深視力を測定した． 

 

 
図 1 トレーニングの流れ 

 

2.2 測定方法 

深視力の測定には大型免許試験で使用されている

深視力計（図 2）を用いる．この深視力計では三桿

（さんかん）法と呼ばれる測定方法が採用されてい

る（図 3）．三桿法とは 3本の黒く細い棒を並べ，

左右の 2 本を固定した状態で中央の棒を被験者から

見て手前と奥へ往復的に動かし，3本の棒が平行に

なったと感じた時点で停止スイッチを押し，棒の位

置の誤差を計測する方法である(3)．測定は 3 回行

い，その平均値を用いる．  

 
図 2 深視力計 

 

  
図 3 深視力の測定と三桿法のイメージ 

 

2.3 被験者の選定 

研究への同意の得られた 20 代の大学生 14 名を対

象に深視力検査を行い，深視力テストの合格ライン

（棒の位置の差が 2cm 以内）を通過できなかった 3

名を対象者とした．合格ラインは大型免許取得と同

じ基準を用いた． 
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2.4 結果と考察  

 トレーニング前後に測定した深視力の値を表 1 に

示す．トレーニング後には被験者 3 人とも基準とし

た合格ラインの 2cm を下回ることができた．また，

トレーニング前後の差は，-1.24 から-4.24 と個人に

よって違いはみられるが，本トレーニングには一定

の効果があると考えられる．  

 

表 1 トレーニング前後の深視力(cm) 

ID トレーニング

前 

トレーニング

後 

トレーニング

前後の差 

1 6.20 1.96 -4.24 

2 2.26 1.02 -1.24 

3 3.52 1.18 -2.34 

平均 3.99 1.39 -2.60 

 

しかし，今回の実験ではコントロール群を設定し

ていないため，実験結果については，2 度の深視力

検査により検査に慣れたため，良い結果が得られた

可能性も考えられる．  

 

3． VRを用いた自己トレーニング教材の概要 
今回行った深視力のトレーニング方法について，

その有効性を確認した．しかし，この方法ではトレ

ーニングをする人が部屋にある実際の物体との距離

を測らなければならず，手間がかかるという問題点

があった．そこでこの問題点を解決するために， VR

を用いて深視力の自己トレーニングを行うことので

きるシステムを開発している．システムは，HTC が

開発した VIVE の VR（図 4）と音声ガイダンスで構

成している．音声ガイダンスに従って VR 内にある

物体を決定することによって，トレーニング実施者

自身が物体の距離を測定する必要性をなくすことが

でき，現実感も損なわずに深視力のトレーニングを

行うことができる．現在製作中の仮想現実空間及び

動作のイメージを図 5 に示す． 

今後の実施評価については，通常のトレーニング

方法と VR を使用した時の深視力の向上度の差を測

定するとともに，開発したシステムの使用感，操作

性，現実感などをアンケートで調査する予定である．

それに加えて SSQ 法などのアンケート調査も行い

3D 映像に対する品質測定も行う予定である． 

 

 
図 4 VR 装着の様子 

 
図 5 製作中の仮想現実空間 

 

4．おわりに 

本研究では，深視力トレーニングの効果を検証

し，VR と音声ガイダンスによる自己トレーニング

システムを開発した．今後は開発システムの有効性

について評価実験を行う予定である．またその際に

は，VR の使用による以下の課題についても検討す

る．1 つ目は VR を使うことによる体調不良（VR

酔い）への対策についてである．VR による体調不

良は頭を動かしたときの反応の速さや，空間内での

動きの速さに関係すると考えられていることから，

VR を使う際の移動を減らすことを考える．2 つ目

は，VR の画面で表現される物体との距離が見せか

けであることから，実際の深視力のトレーニング方

法との効果の違いに関する検証方法を検討する． 
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